
1A1 国際化時代の 我が国研究開発産業の 課題 

飯 田 康太郎 ( 三菱重工業 ) 

    「モノ作り」の 意義 

最近，経済のソフト 化・サービス 化が喧伝され ，産業構造の 第三次産業への シ 

フト は歴史的必然で ，製造業，特に 重厚長大型は 衰退していくようなイメージが 

拡がっているが ，事実の認識を 誤って 、 、 6 面があ る。 

すなわち，我が 国で進みっ っ あ るサービス経済化の 状況は，製造業の 技術革新 

が， サービス分野にまで 波及しているという 色彩が強く， いわば製造業の 社会に 

与える影響範囲が 拡大しつつあ る現象といっても 過言ではない。 つまり， サービ 

ス業で最も伸びているのは 製造関連サービスであ り， またサービス 業全体の生産 

牲を向上させているのも ，実は製造業からの 技術波及に負 う ところが大きい。 

もう一点は， 製造業の発展なくして ，産業社会の 発展もあ り得ないとい っ ・ と 

であ る。 パックスブリタニカという 言葉で示されたよ う に，かつて世界の 経済を 

支配したイギリスが ， モノ作りの力を 失うことによって 世界の指導権 を失い，今 

日またバックスアメリ ヵ 一々 を 支える米国が ，製造業の活力を 失うことによって 

その地位を弱めつつあ る。 我が国は，英国・ 米国の後を追い ， 同じ道筋を辿るの 

ではなく，苦闘している 先輩のモノ作りへの 回帰を助 け ，製造業の復権 を図らぬ 

ばならない。 

2. 我が国重機械産業の 発展過程 

明治維新以来，東洋の 小さな資源のない 小国日本が，大方の 予想をくつがえす 

ような大発展をとげた 原動力は， 日本人の実直さ ，勤勉さを支えにした 驚異的な 

工業国への変貌が 根本原因であ る。 第 2 次世界大戦で 徹底的に打ちのめされた 目 

木が，わずか 4 0 年の間に GNP 世界第 2 位までのしあ がったのも，工業国日本 

の 実力で勝ちえた 栄光であ り，何人もこの 厳粛な事実を 否定出来ないであ ろ       

敗戦の混乱の 中で ， 我が国が工業の 立直りを急ぐには ， 先づ 技術導入で製品を 

作ることが効果的であ ったため，重厚長大企業は 戦後相当長期に 立って多数の 技 

術 導入を行い， 日本独自の優れた 生産技術によって 非常に信頼性の 高い製品を ， 

大変効率よく ，低コストで 作り，すばらしい 発展を遂げて 来た。 そして企業も 徐 

々に力をつけて ， 4 0 年頃 からは自主技術開発の 気運も高まり ，独自の製品が 数 

多く生産されるようになって 来た。 

科学技術に立脚した 自主技術の 力 は大きく，企業が 生き続ける源泉であ り，特 

にこれからの 時代は，一流の 物を作り続けていかなければ ，生き残ることはでき 

ない。 一流の製品は ，それを支える 基盤となる全ての 技術が一流でなければなら 

ない。 そして一流の 技術というのは ， 自分の身に着いた ，心をかよわせられる 技 

術 ，即ち高度な 科学技術を基盤にした 自主技術ではないと 育ち得ないのであ る。 
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3, 重機械産業と 技術革新 
現在は技術革新の 時代だと言われている。 確かにエレクトロニクスを 中心とす 

る 先端分野，軽薄短小分野の 技術革新は急速に 進展しているが ，技術革新は 人類 

始まって以来常に 進められてきたものであ り，各時代においてはそれぞれその 時 

代の ブレークスルー 的技術革新があ り， それらがそれぞれの 時代の技術の 発展を 

リードして来たと ぽ、 ぅ 。 

資源に恵まれない 日本。 国土の狭 俗 な日本にとって 何より必要なことは ，世界 

の 何れにも 負 げない工業力の 維持発展で， これを支えたものは 重厚長大産業その 

ものであ り，軽薄短小産業だけでは 今日の経済大国， 目木はあ り得ない。 しかし 

ながら， 重厚長大産業も ，従来の路線に 乗ったまま続けていたのでは ，行き詰ま 

ってしまう部分も 出てくる。 軽薄短小産業が 重厚長大産業の 基盤の上に立って ， 

あ るいは重厚長大産業と 結び付くことによって 成長が出来ると 同時に，重厚長大 

産業は軽薄短小産業によって 活性化されることにより 発展して行くものであ り， 

先端技術すなわち 軽薄短小技術を 自分の中に積極的に 取り込み， より大きな飛躍 
に 挑戦して行かねばならない。 
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